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昆虫病原性ウ イ ルスの感染力増強に関する研究動向

農林水産省農業研究セ ン タ ー 後:

は じ め に

天敵見虫等の生物農薬の圏内 での販売が始 ま り ， 化学

合成農薬 に偏 ら な い新 し い害虫防除体系 の確立 に 向 け て

様 々 な防除素材の 開発が進 め ら れて い る 。 昆虫病原性 ウ

イ ル ス は そ の一翼 を担 う 素材であ り ， 核多角体病 ウ イ ル

ス (NPV) ， 頼 粒病 ウ イ ル ス (GV) ， 見虫 ポ ッ ク ス ウ イ

ルス (EPV) ， 細胞 質多 角体病 ウ イ ル ス ， 虹色 ウ イ ル ス

等 に よ る 害虫防除の可能 性が検討 さ れて き た 。 な か で も

NPV と GV は， 安全性が高 く ， 長期保存 も 可能 で， 化

学 合成農薬 と 同様 の施用法が適用 で き る な ど有利 な特性

を持つ た め ， 鱗麹 目 害虫 の 防除素 材 と し て 注 目 さ れて い

る 。 し か し， 散布か ら 食害停止 ま で に 日 数 を 要 す る こ

と ， 殺虫 ス ペ ク ト ラ ム が狭 い こ と ， 殺虫効果の安定性や

生産 コ ス ト の 問題等が障壁 と な り ， 害虫防除技術 と し て

定着 し た 例 は 少な い。 圏内 で は ， 鹿児 島 県 に お け る GV

に よ る チ ャ の ハ マ キ ム シ類の防除 (西 ・ 野中， 1994 ; 神

寄 ， 1998) ， 海外で は ， ブ ラ ジ ル に お け る NPV に よ る

ダ イ ズ害虫 の 防除 や ヨ ー ロ ツ パ に お け る GV に よ る コ

ド リ ンガ の 防除が成功 し て い る 。

今後， 農業現場の要望 に こ た え う る ウ イ ル ス 製剤 を 開

発す る た め に は， ①防除対象害虫 の範囲 拡大， ②致死 日

数の短縮 ， ③感染 力 の 強化， を 進 め る 必 要 が あ る 。 近

年， ① と ②に つ い て は， 欧米 を 中心 に遺伝 子組換 え技術

を応用 し た 研究が進んでい る 。 ①では， 宿 主域決定 に か

かわ る遺伝 子の特定が行わ れ， そ の遺伝 子の改変 に よ り

宿 主域 を 拡大 し た ウ イ ル ス が作成 さ れた (KAMITA and 

M細川 1997) 。 ②で は， 見虫 に 特異的な毒素遺伝 子の導

入や宿 主昆虫の発育制御 に かかわ る遺伝 子の不活性化等

に よ っ て ， 感染か ら 死亡 ま での時聞が大幅 に短縮 さ れた

例が報告 さ れ て い る (BONNING and HAMMOじK， 1996 ; 

O'RElLLY and M ILLER ， 1991) 。 ③では， 化合物ゃ あ る 種の

タ ンパ ク 質の添 加に よ っ て NPV の感染率 を 高 め る 研究

が行わ れ て お り ， 防除 コ ス ト 低減や殺虫効果の安定性向

上が期待 さ れて い る 。

Trend of Study on Enhancement of Virus Infection for Insect 
Pests. By Chie GOTO 

(キ ー ワー ド : 昆 虫病原性ウイ ル ス， 感染力増強物質， 害虫 防

除)
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1 NPV の感染過程と感染力 に かかわ る

要因

NPV 感染 は， 幼虫が餌 と と も に 多 角体 と呼 ばれ る タ

ンパ ク 質の結晶 を食下す る こ と に よ っ て始 ま る 。 多角体

は多数の ウ イ ル ス 粒子 を含んでお り ， 消化液 に よ っ て 多

角体か ら遊 離 し た ウ イ ル ス 粒子 は 中腸皮膜組織 の細胞 に

侵入 し て増殖を 開始す る 。 感染細胞 で は ， 2 種類 の 異 な

る ウ イ ル ス 粒子が形 成 さ れ る 。 一方 は ， 虫体内 の細胞 聞

での感染 を 担 っ て お り ， 細胞 か ら 出芽 し， 新 た な細胞 に

侵入す る 。 も う 一方 は個体間の感染 を担 っ て お り ， 多 角

体に包埋 さ れた状態で幼虫体内 に蓄積 さ れ， 幼虫 の死亡

後体外 に 離散 し て ， 他個体の感染源 と な る 。 多 角 体は ，

紫 外線の照射 や熱 に よ っ て 不活性化す る が， 土壌中等で

は数年間感染性 を維 持す る こ と がで き る 。

NPV の感染力 は ， 供試虫 の 半数 に 感染致死 を 生 じ さ

せ る 多 角 体接種量 (L Dso) で表 さ れ る こ と が 多 い。 本

稿 で は ， 多角体に添 加 し て幼虫 に 摂食 さ せ る と ， 多角体

単独 の場合 に比べて NPV 感染率が上昇す る ， す な わ ち

L Dso が減少す る よ う な効果 を 示す物質 を 感染 力 増強物

質 と 定義 す る 。 表ー 1 に ， こ れ ま で に 報告 さ れ た 昆虫病

原性 ウ イ ル ス の感染力増強物質の例 を 示 し た 。 こ れ ら の

う ち ， NPV のL Dso を 数桁小 さ く す る 大 き な 作 用 が あ

る こ と が報 告 さ れ て い る GV と EPV 由 来 の タ ン パ ク

質， な ら び に 蛍光漂 白 剤 に関 す る 研究 に つ い て 紹 介 す

る 。

11 GV に よ る NPV感染力増強と作用機構

GV に よ る NPV 感染力増強作用 に関 す る 研究 は ， ハ

ワ イ で 大 発 生 し た ア ワ ヨ ト ウ の 近 縁 種 Ps仰向letia

uniPuncta 幼虫 で GV (PuGV) と NPV の 双 方 が 発 見

さ れた こ と が き っ か け と な っ て 始 ま っ た 。 P unipuncta 

幼虫 に NPV の 多 角体 と GV の 頼 粒体 ( タ ンパ ク 質でで

き た楕円 体で ウ イ ル ス 粒子 を 1 個含む) を 混合 し て 経 口

接種す る と ， 多 角体単 独 で接種 し た 場合 に 比 べ， NPV 

感染率が大幅 に 上昇 す る こ と が発見 さ れ， こ の 作 用 は

“th e synergistic associat ion" と 名 付 け ら れ た

(TANADA， 1956) 。 こ の よ う な NPV 感染力増強作用 は ，

Trichoplusia ni G V  (TnGV) (DERKSEN and GRANADOS， 

1988) と シ ロモ ンヤガ GV (XcGV) (GOTO， 1990) で も
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ウイル ス名a

表 ー1 昆虫病原性ウイ ル ス の感染力 を増強す る 物質

文 献物 質 名 宿 主 名

化合物
フ ォス フ ァ チジル コ リ ン

ド テ シ ル アミ ン塩酸塩

CTABb 
ほう酸
ダイ ズ レ シ チ ン

蛍光漂白剤 ( ス チ ルベ ン染料)

蛍光漂白剤 5 種類c
Phorwite AR 

Blankophor BBH 

Tinopal LPW' 

PuNPV 
1/ 

H 

LdNPV 

Pseudaletia uniPuncta Y AMAMOTO and T ANADA， 1978 

1/ 1/ 

Heliothis NPV Heliolhis armigera 

1/ 1/ 

Lymanlria di.ゅ'ar SHAPIRO and BELL， 1982 

TUAN and Hou， 1988 

LdCPV 

AcNPV 

LdNPV Ly分間ntria di:ゆar
1/ 

H 

SHAPIRO and ROBERTSON，  1992 

SHAPIIW and DOUGHERTY， 1994 
1/ 

Amsacta EPV 1/ 1/ 

LdNPV Lymanlria dispar WEBB et. al .， 1996 

SfNPV Spodoplera fntgiperda HAMM and SHAPIRO， 1992 

HzNPV 

AfNPV 

AcNPV 

GmNPV 

HaNPV 
PsNPV 

Ca1co日uor white M2R' 1/ 

Fluorescent brightener 28' LdNPV 
AcNPV 

昆虫ウイ ル ス由来の タ ンパ ク 質

H 

H 

昆虫 ポ ッ ク スウイ ル ス

Pseudaletia separata EPV PuNPV 

AcNPV 

穎粒病ウイノレス

Anomala cuprea EPV BmNPV 
SiNPV 

Pseudalelia uniPuncta GV PuNPV 
1/ 

Tricho戸lusia ni GV AcNPV 

Xeslia c-nigntm GV 

-
/
I

 

l
l
-

Helicoveゆa zea 
H 

H 

M 

M 

Pseudaletia separala 

Lym四nt円ia di:ゅar

T円choPlusia ni 

Heliolhis virescens 
1/ 

T円choPlusia ni 

Pseudalelia separala 
H 

Bombyx mori 

SPiloso附imparilis

SHAPIRO and VAUGHN， 1995 
p
y
p
y

 

-
-
J
J

 

務川ら， 1999 

DOUGHERTY et. al .， 1996 
1/ 

KIRKPATRICK et. al .， 1998 

WASHBURN et. al . ，  1998 
1/ 

Xu and HUKUHAIlA， 1992 

福原 ・ 早川， 1996 

MITSUIIASHI et. al .， 1998 

三橋 ・ 佐藤， 1999 

Pseudaletia聞かuncta T AN ADA， 1956 

Pseudalelia separala Xu and HUKUHAIlA， 1992 
Tricho:戸lusi，αni DERKSEN and GRANADOS， 1988 
Pseudalelia un争開cta W ANG et. a l .， 1994 

XcNPV -tetra Xeslia c-nigrum 

Helicoveゆa zea 

Spodoplera exigua 

XcNPV-tri 1/ 

1/ Pseudalelia separala 
11 Mameslra br，ω.sicae 

MbNPV 1/ 

1/ Pseudalelia separala 
11 Helicoverpa出sulta
11 Helicoverpa armigera 

1/ 

1/ 

GOTO. 1990 

GOTO et. al .， 1992 

GOTO， 未発表

a: CPV 細胞質多角体病ウイル ス; EPV: 昆虫ボ ッ ク スウイルス; GV:頼粒病ウイル ス; NPV:核多角体病ウイル ス
Ac: Autographa californica; Af: Anagra戸ha falcifera; Bm: Bombyx mori; Gm: Galle円・αmellonella; 
Ha: Helicovel少。(Heliolhis) armigera; Hz: Helicoveゆα(Heliothis) zea; Ld: Lymantria dispar; Mb: Mamestra brassicae: 
Ps: Pseudaletia (Mylhim叩) separala; Pu: Pseudaletia (Mythimna)聞かuncta; Sf: Spodoptera fnegiPerda : 
Si: SPilosoma impari・lis; Tn: TrichoPlusia ni; Xc: Xestia c-n信rum
b:臭化セ チ ル ト リメ チ ル ア ン モ ニウム
C 蛍光漂白剤 5 種類 Leucophor BS， Leucophor BSB， Phorwite AR， Phorwite RKH， and Tinopal LPW 
d: Tinopal LPW， Fluorescent brightener 28 ，  Ca1cotluor white M2R は， 同一物質 (Sigma， F 3397) であ る が， 引用文献に従って表記
した.
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確 認 さ れて お り ， 遺 伝子 解析の結果か ら ， オ オ タ バ コ ガ

GV も 感 染 力 増 強 作 用 を 持つ と 考 え ら れ て い る

(ROELVINK et al .， 1995) 。 ま た ， TnGV と PuGV は， 制

限酵素 を 用 い た ゲ ノ ム DNA の比較 の結果か ら 近縁の ウ

イ ル ス であ る と 考 え ら れて い る (ROELVINK et al .， 1995) 。

GV の感染力 増強効果 は 供試幼虫 の 種 に よ っ て 異 な

り ， PuGV頼 粒体 を 多 角 体 に添 加 し た 場合， ア ワ ヨ ト

ウ 幼虫 で は NPV の感染力 がL Dso 比 で 1 万倍以上増強

さ れた の に 対 し， ハ ス モ ン ヨ ト ウ で は 10 倍程度， カ イ

コ で は 感 染 力 に 変 化 は なか っ た (HUKUIIARA et al.， 

1987)0 TnGV で は ， NPV のL Dso の比較は 行わ れて い

ない た め感染力 増強の程度は 明 らか で は な い が， T. ni， 

Helicoverpa zea， P. unip uncta， シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ そ

れぞ れ の 幼虫 で NPV 感 染 力 増 強 作 用 が 認 め ら れ た

(WANG et al .， 1994) 0 XcGV では ， そ の頼 粒体あ る い は

頼 粒体か ら抽 出 さ れた タ ンパ ク 質 を添 加す る こ と に よ っ

て ， シ ロ モ ン ヤ ガ (GOTO， 1990) と ア ワ ヨ ト ウ の ほか ，

ヨ ト ウ ガ， タ バ コ ガ (GOTO et al . ，  1992 ) ， オ オ タ バ コ ガ

幼虫 (未 発表) に お い て NPV 感染力増強作用が認め ら

れた。 前 2 種 は XcGV そ の も の が感染可能 な宿 主 で あ

る が， 後 3 種 は XcGV に 感染 し な い。 シ ロ モ ン ヤ ガ と

ヨ ト ウ ガで はL Dso 比で 100 倍以上の感染力 増強が確 認

さ れた 。 こ れ ら の 試験結果か ら ， PuGV と XcGV の 感

染力増強作用 に は宿 主特異性が あ る こ と ， GV が感染力

増強作用 を 示 す宿 主域 は GV の感染宿 主域 と は 一致 し

な い こ と が明 らか に な っ た 。

PuGV の頼 粒体か ら は， NPV 感染力増強作用 の活性

成分であ る タ ンパ ク 質 (synergisticfactor: SyF) が分

離精製 さ れ， そ の特性解明や電 子顕微鏡 観察 の結果 に よ

り ， SyF が NPV の ウ イ ル ス 粒子 と 細胞 と の吸着 を促進

す る た め 感染が増進 さ れ る と い う 仮説 が示 さ れ た ( 山

本 ・棚田， 1980 ; TANADA， 1985) 。 さ ら に ， 蛍光標識 し

た ウ イ ル ス 粒 子 を 用 い た 実験 に よ り ， SyF 存在 下 で

NPV の ウ イ ル ス 粒子 と 培養 細胞 と の融 合が促進 さ れ る

こ と が確 認 さ れた (KOZUMA and H UKUHARA， 1994) 。

他方， TnGV の感染力 増強作用 は 主 に T. ni 幼虫 を

用 い て調査 さ れ， 穎 粒体 を摂 食 し た幼虫で は 中腸 の囲 食

膜が も ろ く な っ て い る こ と が観察 さ れた こ とか ら ， GV 

頼 粒体中の成分 が囲食膜 の構造 に物理 的あ る い は科学 的

変化 を起 こ す こ と に よ っ て NPV 感染率が上昇 す る と い

う 仮説が提唱 さ れた (DERKSEN and GRANADOS， 1988) 。

TnGV に お い て も ， 感染力増強物質 で あ る タ ン パ ク 質

の分離精製 と ， そ れ を コ ー ド す る遺 伝子 の解析， 塩基配

列の決定が行わ れ (HASH IMOTO et al.， 1991) ， こ の タ ンパ

ク 質 は enhancin と 命名 さ れた (CORSARO et al . ，  1993) 。

一一一 3 

TnGV の研究 グ ル ー プ は ， 上記の仮説の裏付 け と し て ，

enhancin が囲 食膜の成分であ る タ ン パ ク 質 の 一 種 ム チ

ン を特異的 に 分解す る メ タ ロ プ ロ テ ア ー ゼ で あ る こ と

(W ANG and GRANADOS， 1997) ， ま た ， そ の 作用 に よ っ て

囲 食膜 の 通過性が高 ま る こ と を 報告 し た (WANG and 

GRANADOS， 1998) 。

TnGV と PuGV の enhancin遺 伝 子 の 解析 に よ り ，

双 方 の ア ミ ノ酸配列 の 違 い は 2% で あ り ， SyF と en­

hancin が実質的 に は 同 じ タ ン パ ク 質 で あ る こ と が示 さ

れた (ROELVINK et al . ， 1995) が， PuGV と TnGV の そ

れぞ れの研究 グルー プは ， 作用機構 に関 し て 異 な る 仮説

を提唱 し ， そ の検 証 を続 け て い る 。 感染力 増強の作用機

構 は宿 主 に よ っ て 異 な る 可能性 も あ り ， そ の解明 に は さ

ら に検討が必要であ る 。

皿 EPV に よ る NPV感染力増強と 作用

機構

EPV は， NPVやGV と は 別 の 科 で あ る ポ ッ ク ス ウ

イ ル ス に 属 し ， ウ イ ル ス 粒子 を含 む楕円 体 と呼 ばれ る封

入体 を 形成す る (福原， 1998) 。 ウ イ ル ス の種類 に よ っ

て は さ ら に紡錘 体 と い う ウイ ル ス 粒子 を含 ま な い封入体

を 形成 す る も の も あ り ， 楕円 体 は spheroidin， 紡錘 体

はfusolin と呼 ばれ る タ ンパ ク 質 を そ れぞ れ主成分 と し

て い る 。

EPV の NPV 感染力 増強作用 は 1990 年代 に な っ て 初

め て 報告 さ れ， そ の 発見経 過 は PuGV の 場合 と は 異 な

る 。 つ ま り ， EPV 感染実験で， 供試 し た ア ワ ヨ ト ウ 幼

虫が EPV 感染 で は な く ， EPV サ ン プル に ご く 微量 混

入 し て い た NPV に よっ て死亡 し た こ と が き っか け と な

っ た (XU and HUKUHARA， 1992 ) 。 感染力増強の活性成分

であ る 糖 タ ン パ ク 質 (EF) は ， 楕円 体か ら 分離精製 さ

れ (XU and HUKUHARA， 1994) ， そ の後， 免疫学 的 な方法

に よ り EF が楕円 体 中 の ウ イ ル ス 粒子 と紡錘 体の双方 に

存 在 す るこ と が 明 らか に な っ た (HUKUHARA et al.， 

1995)0 EF の ア ミ ノ酸配列 の部分的解析の 結果， EF遺

伝子 の特定 と 塩基配列決定が行わ れ， EF遺 伝子 は 他 の

昆 虫か ら 分離 さ れた EPV のfusolin遺 伝子 と非 常 に 高

い相同性 を 示 す こ と が明 ら か に な っ た (HAYAKAWA et 

al.， 1996) 。 ア ワ ヨ ト ウ 幼虫 を 用 い た 実験 で は， 紡錘 体

あ る い は楕円 体 を NPV 多 角 体 に 混合 し て 接種 し た 場

合 ， NPV 感染率 は著 し く 上昇 し ， い ずれの場合 もL Dso

比で 1 万倍以上の感染力増強 を 示 し た (WIJONARKO and 

HUKUHARA， 1998)  0 EPV の感染力増強の作用機構 に関 す

る 研究 は今後の課題で あ る が， 蛍光標識 し た ウ イ ル ス 粒

子 を 用 い た 実験で NPV の ウ イ ル ス 粒子 と 培養細胞 と の
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融 合が EF 存在下で促進 さ れ る こ とか ら ， EPV の場合

も PuGV と 同様 に 中腸 皮膜組織 細胞 へ の ウ イ ル ス 粒子

の吸着 ・ 侵入の過程で増強作用が働 く も の と 考 え ら れて

い る (HUKUHAHA et al . ，  1998) 。

上記の ア ワ ヨ ト ウ EPV に 関 す る 報告 を 受 け， 他の昆

虫の EPV で も 感染力増強作用 に 着 目 し た 研究 が行わ れ

る よ う に な っ た 。 ド ウ ガ ネ プイ ブイ EPV の紡錘 体が カ

イ コ に お け る NPV 感染力 をL Dso 比で 1 万倍程度増強

す る こ と が報告 さ れ (MITHUHASHI et al . ，  1998) ， さ ら に

ク ワ ゴ マ ダラ ヒ ト リ で も 数千倍の NPV 感染力増強作用

が認め ら れた (三橋 ・ 佐藤， 1999) 。 鱗麹 目 昆 虫 の EPV

に 加 え ， 車問麹 目 昆 虫 の EPV で も NPV 感染力 を増強 す

る 作用 が認め ら れた こ とか ら ， 今後， 感染力増強作用 を

持つ EPV が新た に発見 さ れ る 可能性 は 高 い も の と 思わ

れ る 。

な お， ア ワ ヨ ト ウ EPV と EF につ い て は， 福 原 ・ 早

川 (1996) に わか り や す く 解説 さ れて い る 。

W 蛍光漂白剤 に よ る NPV感染力増強と

作用機構

NPV や GV は そ れぞれ多角体 と頼 粒体 を形成 し， ウ

イ lレ ス 粒子 を タ ンパ ク 質で包 む こ と に よ っ て あ る 程度の

安定性 を保 っ て い る が， い ずれの ウ イ ル ス も紫 外線照射

に よ り 短時間で不活性化 さ れ る 。 し た が っ て ， 安定 し た

害虫防除効果 を あ げ る た め に は， ウ イ ル ス を紫 外線か ら

守 る 必要があ る 。 そ こ で， 染色剤 を は じ め様々 な薬品 に

よ る紫 外線防御 効果が調べ ら れ， そ の過程で， ス チルベ

ン構造 を持つ 蛍光漂白 剤が紫 外線防御 効果の み な ら ず ウ

イル ス の 感 染 力 増 強 効 果 を 持つ こ と が 発 見 さ れ た

(SHAI'IRO and ROllERTSON ， 1992) 。

こ れ ま で に 各種の NPV と宿 主 を組み合わ せ て ， 蛍光

漂白 剤の感染力構 強作用 に 関 す る 試験が行わ れ た (表-

1 ) 。 ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 近 縁 種 で あ る争odoptera

fru giPerda や マ イ マ イ ガ で は， 蛍光漂白 剤添 加 に よ り

L Dso 比で数百 倍 あ る い は そ れ以上 の感染力増強が認め

ら れた が， T主 ni やF瓦王 ze印α で はL Ds印o 比が数十倍 程度で
あり (HAルM川I�込M and SIlAP円I口Hミ泊0， 1992; Do山u(瓜川Gω印Jλ川IlE印RTY官Y e t  a l . ，  1996; 

SIlAIド2弔制R町附o and Vi 

があ る も の と 考 え ら れ る 。

蛍光漂白 剤 は， 宿 主 中腸 内で多角体が溶解 し ウ イ ル ス
粒子 が遊 離 し た後の感染過程で作用 す る と 考 え ら れて い

る (DOUGIlERTY et al.， 1995) 。 蛍光漂白 剤 は， 衣類 の 染

色 ・漂白 の ほか ， 植物組織 標本 の 染色 に も 使 わ れ て お

り， キ チ ン や セ ル ロ ー ス に 結合す る 性質 を 持つ こ とか

ら， 幼 虫 の囲食 膜 に 作 用 す る 可 能 性 が あ る (SI-IAPIIW

and DOUGHERTY， 1994) 。 こ の ほか ， 作用機構 に 関 し て は，

ウ イ ル ス 感染の最初の場で あ る 中腸 皮膜組織 の細胞 に 注

目 し た研究 が行わ れて い る 。 中腸 皮膜組織 で は細胞 の更

新が観察 さ れ る が， 増殖 し た ウ イ ル ス 粒子が放出 さ れ る

前に ウ イ ル ス に 感染 し た細胞 の脱落 が起 こ っ た場合 は ，

他細胞 へ の 感 染 が妨 げ ら れ る 可能性が あ る 。 WASHBURN

et al. ( 1998) は ， マ ー カ ー遺 伝子 を 導入 し た組換 え体

NPV を 使 っ た 感染実験 を 行 っ て ， ウ イ ル ス 感染が 中腸

か ら 気管 を 経 て 他 の 細胞 へ と 広 が っ て い く 過程 を 観察

し， T ni な ら びに Heliothis virescens 幼虫で は ， 蛍光

漂白 剤が中腸 皮膜組織 の感染細胞 の脱落 を阻 害す る た め

ウ イ ル ス 感染率の上昇 が起 こ る と 考察 し た 。

最 も 実験例 の 多 い マ イ マ イ ガ で は， 実 用 化 を 考慮 し

て ， 大 口 取引 向 け の低価格 な蛍光漂白 剤 を 用 い た 製剤 に

よ る 防除費の計 算 も 行わ れ て い る 。 コ ナ ラ 類 を対象 と し

た場合， 蛍光漂白 剤 を使わ な い製剤のI 樹当 た り の防除

費 8 ド ル に対 し， 葉 の被害量 と ウ イ ル ス 濃度 を考慮 し た

蛍光漂白 剤添 加製 剤 の 防 除 費 は， 3 ド ル と 試 算 さ れ た

(WEBß et al . ，  1996 ) 。 こ の製剤 は十分 な防除効果があ る

が， 蛍光漂白 剤の付着 に よ っ て樹の外観が損 な わ れ る と

い う 欠点があ る と い う 。 蛍光漂白 剤 を添 加 し た ウ イ ル ス

製剤 に よ る 防除 を 実用化す る た め に は， 効果 は も ち ろ ん

であ る が， 蛍光漂白 剤の安全性や環境への 影響， 散布後

の作物の外観等 につ い て も 十分な検討が必要で あ ろ う 。

V 感染力増強物質 の害虫防除技術への応用

EPV と GV の感染力増強物質 につ い て は， 遺 伝子解

析が進 ん で お り ， 遺 伝子 発現ベ ク タ ー を 用 い て 大腸 菌

(HUKUHAHA et al . ，  1998) や 見虫培養 細胞 (LEPORE et al ，  

1996 ; 後藤， 未 発表) での物質生産が試み ら れて い る 。

今後， 感染力増強物質 を低 コ ス ト で大量生産す る 技術が

開発 さ れ れ ば， 同物質 を添 加 し た ウ イ ル ス 製 剤 に よ っ

て， 防除効果の 向上や散布 ウ イ ル ス 量の減少が可能 に な

り ， ウ イ ル ス に よ る 害虫防除の実用化が推進 さ れ る も の

と 思わ れ る 。 こ の ほか ， 感染力増強物質遺 伝子 を イ ネ 等

の植物 に 導入 し植物 に 感染力増強物質 を 生産 さ せ る 試み
も行わ れて い る (北村ら， 1996; HUKUHARA e t  a l . ，  1999) 。

こ れ ら は散布 し た NPV と と も に植物体が生産 し た 感染

力増強物質 を 害虫 に摂食 さ せ る こ と に よ り NPV の感染

率を上昇 さ せ防除効果 を 高 め よ う と す る も の であ る 。

上記の よ う に ， 蛍光漂白 剤 に よ る NPV 感染力増強 に

関す る 研究 で は ， 一部実用化 を 目 指 し た 試験が行わ れて

い る が， GV と EPV の感染力増強作用 に 関 す る 研究 は，

室内試験の域 を 出 て い な い。 感染力増強物質 を利用 し て

NPV に よ る 害虫防除の効果向上 を 図 る た め に は， 作用

一一一 4 一一一
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機構 の解明に 加え， 宿主とNPVの組み合わせ， 感染力
増強 物質 の量と増強 効果の関係等について基礎的な試験
をさらに積み重ねる必要がある。

昆虫病 原性ウイルスの感染力増強に関する研究報告数
はここ数年増 加しており， インターネットでは日本， カ
ナダ， アメリカの各国 の感染力増強に関する新しいプロ
ジェクトが紹介されている。 これらの研究がウイJレス製

剤による害虫防除技術 の発展につながる大きな成果をも
たらすことを期待したい。
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